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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　復号器に対象ブロックのデータを予測させることを可能とするビデオ信号のフォーマッ
ト方法であって、
　ビデオ信号を、データについての複数のブロックであって、復号器が対象ブロックのデ
ータの予測を複数のステップを実行することによって可能となるようにフォーマットし、
　前記複数のステップは、
　対象ブロックに対し垂直方向上側に隣接するデータの第１ブロックと、第１ブロックに
対し水平方向左側に隣接するデータの第２ブロックと、対象ブロックに対し水平方向に隣
接するとともに、前記第２ブロックに対し垂直方向に隣接する第３データのブロックと、
を識別するステップと、
　前記第１ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第１ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　前記第３ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第２ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　他の勾配を参照することなく、前記前記第１ブロック基準勾配及び前記第２ブロック基
準勾配にもとづき対象ブロックについてのデータを予測するステップと、
　を含む符号化方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、さらに、前記対象ブロックの前記データから前記対象
ブロックの信号を発生する、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記第１ブロックのデータは該第１ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記第３ブロックのデータは該第３ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
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ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記復号器は、さらに、複数のブロックのデータを用
いて対象ブロックのデータを予測することができ、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さい場合に、前記第１ブ
ロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さくない場合に、前記第
３ブロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　含む、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記データはさらに、サブバンド符号化されたビデオ
情報を含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、前記データはさらに、離散コサイン変換の係数を含む
、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、前記復号器は、前記第１ブロック基準勾配及び第２ブ
ロック基準勾配にもとづき、対象ブロックについてのＡＣ係数を予測する、方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、さらに、離散コサイン変換にしたがってデータのブロ
ックを符号化し、符号化されたデータのブロックを得る、方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、さらに、前記符号化されたデータのブロックを量子化
する、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、量子化されたブロックは、イントラ符号化技術によ
って符号化されるデータのフレームの一部である、方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法において、前記離散コサイン変換、量子化、及び予測は、輝度
データのブロックと色データのブロックとに対して独立して行われる、方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法において、前記復号器は、さらに、前記符号化された、データ
の量子化ブロックを利用して対象ブロックの画像データを予測することができる、方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法において、さらに、前記対象ブロックの実際のデータと前記対
象ブロックの予測データの差を示す残差データを送信する、方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法において、前記実際のデータは少なくとも１つのＤＣ係数に関
連し、前記予測されたデータは少なくとも１つのＤＣ係数に関連する、方法。
【請求項１６】
　ビデオ信号をフォーマットしてデコーダが対象ブロックのデータを予測できるようにす
る符号器であって、
　プロセッサーと、
　前記プロセッサーをコントロールするように構成されているモジュールであって、前記
プロセッサーが複数のステップを実行することによって、対象ブロックのデータを復号器
が予測できるように、ビデオ信号をデータのブロックにフォーマットするモジュールを含
み、
　前記複数のステップは、
　対象ブロックに対し垂直方向上側に隣接するデータの第１ブロックと、第１ブロックに
対し水平方向左側に隣接するデータの第２ブロックと、対象ブロックに対し水平方向に隣
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接し、前記第２ブロックに対し垂直方向に隣接する第３データのブロックと、を識別する
ステップと、
　前記第１ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第１ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　前記第３ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第２ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　他の勾配を参照することなく、前記前記第１ブロック基準勾配及び前記第２ブロック基
準勾配にもとづき対象ブロックについてのデータを予測するステップと、
　を含む、符号器。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の符号器において、さらに、前記対象ブロックの前記データから前記
対象ブロックの信号を発生する、符号器。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の符号器において、
　前記第１ブロックのデータは該第１ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、符号器。
【請求項１９】
　請求項１６に記載の符号器において、
　前記第３ブロックのデータは該第３ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、符号器。
【請求項２０】
　請求項１６に記載の符号器において、前記復号器は、さらに、前記データの複数のブロ
ックを用いて対象ブロックのデータを予測することができ、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さい場合に、前記第１ブ
ロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さくない場合に、前記第
３ブロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　含む、符号器。
【請求項２１】
　請求項１６に記載の符号器であって、前記データはさらに、サブバンド符号化されたビ
デオ情報を含む、符号器。
【請求項２２】
　請求項１６に記載の符号器において、前記データはさらに、離散コサイン変換の係数を
含む、符号器。
【請求項２３】
　請求項１６に記載の符号器において、前記復号器は、前記第１ブロック基準勾配及び第
２ブロック基準勾配にもとづき、対象ブロックについてのＡＣ係数を予測する、符号器。
【請求項２４】
　請求項１６に記載の符号器において、さらに、離散コサイン変換にしたがってデータの
ブロックを符号化し符号化されたデータのブロックを得る、符号器。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の符号器であって、符号化装置は、さらに、符号化されたデータのブ
ロックを量子化する、符号器。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の符号器において、量子化されたブロックは、イントラ符号化技術に
よって符号化されるデータのフレームの一部である、符号器。
【請求項２７】
　請求項２５に記載の符号器において、前記離散コサイン変換、量子化、及び予測は、輝
度データのブロックと色データのブロックとに対して独立して行われる、符号器。
【請求項２８】



(4) JP 2008-283713 A5 2011.6.2

　請求項２５に記載の符号器において、前記復号器は、さらに、前記符号化された、デー
タの量子化ブロックを利用して対象ブロックの画像データを予測することができる、符号
器。
【請求項２９】
　請求項１６に記載の符号器において、さらに、前記対象ブロックの実際のデータと前記
対象ブロックの予測データの差を示す残差データを送信する、符号器。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の符号器において、前記実際のデータは少なくとも１つのＤＣ係数に
関連し、前記予測されたデータは少なくとも１つのＤＣ係数に関連する、符号器。
【請求項３１】
　プロセッサーをコントロールしてビデオ信号をフォーマットするインストラクションを
格納する一時的ではない媒体であって、
　ビデオ信号を、データについての複数のブロックであって、復号器が対象ブロックのデ
ータの予測が複数のステップを実行することによって可能となるようにフォーマットする
ことを含み、
　前記複数のステップは、
　対象ブロックに対し垂直方向上側に隣接するデータの第１ブロックと、第１ブロックに
対し水平方向左側に隣接するデータの第２ブロックと、対象ブロックに対し水平方向に隣
接し、前記第２ブロックに対し垂直方向に隣接する第３データのブロックと、を識別する
ステップと、
　前記第１ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第１ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　前記第３ブロックのデータと前記第２ブロックのデータとの間の第２ブロック基準勾配
を決定するステップと、
　他の勾配を参照することなく、前記前記第１ブロック基準勾配及び前記第２ブロック基
準勾配にもとづき対象ブロックについてのデータを予測するステップと、
　を含む、一時的ではない記録媒体。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、さらに、前記対象ブロックの前記デ
ータから前記対象ブロックの信号を発生する、一時的ではない媒体。
【請求項３３】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、
　前記第１ブロックのデータは該第１ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、一時的ではない媒体。
【請求項３４】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、
　前記第３ブロックのデータは該第３ブロックのＤＣ係数を含み、前記第２ブロックのデ
ータは該第２ブロックのＤＣ係数を含む、一時的ではない媒体。
【請求項３５】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、前記復号器は、さらに、前記データ
の複数のブロックを用いて対象ブロックのデータを予測することができ、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さい場合に、前記第１ブ
ロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　前記第２ブロック基準勾配が前記第１ブロック基準勾配より小さくない場合に、前記第
３ブロックのデータにもとづき対象ブロックのデータを予測するステップと、
　含む、一時的ではない媒体。
【請求項３６】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体であって、前記データはさらに、サブバンド符
号化されたビデオ情報を含む、一時的ではない媒体。
【請求項３７】
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　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、前記データはさらに、離散コサイン
変換の係数を含む、一時的ではない媒体。
【請求項３８】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、前記復号器は、前記第１ブロック基
準勾配及び第２ブロック基準勾配にもとづき、対象ブロックに対するＡＣ係数を予測する
、一時的ではない媒体。
【請求項３９】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、さらに、離散コサイン変換にしたが
ってデータのブロックを符号化する、一時的ではない媒体。
【請求項４０】
　請求項３９に記載の一時的ではない媒体であって、さらに、符号化されたデータのブロ
ックを量子化する、一時的ではない媒体。
【請求項４１】
　請求項３９に記載の一時的ではない媒体において、量子化されたブロックは、イントラ
符号化技術によって符号化されるデータのフレームの一部である、一時的ではない媒体。
【請求項４２】
　請求項３９に記載の一時的ではない媒体において、前記離散コサイン変換、量子化、及
び予測は、輝度データのブロックと色データのブロックとに対して独立して行われる、一
時的ではない媒体。
【請求項４３】
　請求項３９に記載の一時的ではない媒体において、前記復号器は、さらに、前記符号化
された、データの量子化ブロックを利用して対象ブロックの画像データを予測することが
できる、一時的ではない媒体。
【請求項４４】
　請求項３１に記載の一時的ではない媒体において、さらに、前記対象ブロックの実際の
データと前記対象ブロックの予測データの差を示す残差データを送信する、一時的ではな
い媒体。
【請求項４５】
　請求項４４に記載の一時的ではない媒体において、前記実際のデータは少なくとも１つ
のＤＣ係数に関連し、前記予測されたデータは少なくとも１つのＤＣ係数に関連する、一
時的ではない媒体。
【請求項４６】
　復号器において、
　ビデオデータのブロックＸについての予測方向を、ブロックＸの左側のブロックＡにつ
いてのＤＣ係数ＤＣAと、ブロックＸ上側で左側のブロックＢについてのＤＣ係数ＤＣBと
、ブロックＸの上側のブロックＣについてのＤＣ係数ＤＣCとにもとづき選択する方法で
あって、
　｜ＤＣA－ＤＣB｜　＜　｜ＤＣB－ＤＣC｜の場合、ブロックＣから予測し、それ以外の
場合にはブロックＡから予測し、前記予測はブロックＸに隣接するいずれのブロックとの
いずれの比較からも独立しているとともに、他のいずれの勾配の参照からも独立している
、
　方法。
【請求項４７】
　請求項４６に記載の方法において、
　各ブロックＮのＤＣ係数ＤＣNは、離散コサイン変換のＤＣ値であり、Ｎは各ブロック
ブロックＡ，Ｂ，Ｃを代表する、
　方法。
【請求項４８】
　請求項４７に記載の方法において、
　ブロックＡ，Ｂ，Ｃはそれぞれの方向においてブロックＸに最も近くにあるブロックで
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ある、
　方法。
【請求項４９】
　請求項４６に記載の方法において、
　ブロックＣに基づき予測したとき、ブロックＸの係数の可変長符号化を表５で特定され
る走査方向に従って行う、
　ことをさらに含む方法。
【請求項５０】
　請求項４６に記載の方法において、
　ブロックＡに基づき予測したとき、ブロックＸの係数の可変長符号化を表６で特定され
る走査方向に従って行う、
　ことをさらに含む方法。
【請求項５１】
　請求項４６に記載の方法において、
　前記復号器に、
　ＡＣ予測フラグがＡＣ予測を使用しないことを示していたとき、ブロックＸの係数の可
変長符号化をジグザグ走査により行わせるステップをさらに実行させる、
　方法。
【請求項５２】
　請求項４６に記載の方法において、
　前記復号器に、
　ブロックＣに基づき予測するとき、ブロックＸのＡＣ係数の行を、ブロックＣに同等に
配置されているＡＣ係数から予測させるステップをさらに実行させる、
　方法。
【請求項５３】
　請求項５２に記載の方法において、
　予測されたＡＣ係数の行は、ブロックＸの中で予測されたＡＣ係数のみである、
　方法。
【請求項５４】
　請求項４６に記載の方法において、
　前記復号器に、
　ブロックＡに基づき予測するとき、ブロックＸのＡＣ係数の列を、ブロックＡに同等に
配置されているＡＣ係数から予測させるステップをさらに実行させる、
　方法。
【請求項５５】
　請求項５４に記載の方法において、
　予測されたＡＣ係数の行は、ブロックＸの中で予測されたＡＣ係数のみである、
　方法。
【請求項５６】
　ビデオ符号器であって、
　プロセッサーに、
　ビデオデータの対象ブロックＸに対する予測方向を、対象ブロックＸに対し水平方向左
側に隣接するブロックＡについてのＤＣ係数ＤＣAと、ブロックＡに対し垂直方向上側に
隣接するブロックＢについてのＤＣ係数ＤＣBと、対象ブロックＸに対して垂直方向上側
に隣接するブロックＣについてのＤＣ係数ＤＣCとにもとづき選択させるよう制御するよ
うに構成されているモジュールを含むとともに、
　モジュールは、プロセッサーに、
　｜ＤＣA－ＤＣB｜　＜　｜ＤＣB－ＤＣC｜の場合、他のブロックを参照することなくブ
ロックＣから予測し、それ以外の場合には他のブロックを参照することなくブロックＡか
ら予測させるよう制御するように構成されているモジュール
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　を含むビデオ符号器。
【請求項５７】
　請求項５６に記載のビデオ符号器において、
　前記モジュールは、さらに、対象ブロックＸに関連する残差データを利用して予測する
ビデオ符号器。
【請求項５８】
　ビデオ信号を処理する方法であって、
　ビデオ信号をデータの複数のブロックにフォーマットし、
　データの対象ブロックに対し垂直方向上側に隣接するデータの第１符号化ブロックと、
第１符号化ブロックに対し水平方向左側に隣接するデータの第２符号化ブロックと、対象
ブロックに対し水平方向に隣接し、垂直方向には前記第２符号化ブロックに隣接するデー
タの第３符号化ブロックと、を識別し、
　前記第１符号化ブロックのデータと前記第２符号化ブロックのデータとの間の第１ブロ
ック基準勾配を決定し、
　前記第３ブロックのデータと前記第２符号化ブロックのデータとの間の第２ブロック基
準勾配を決定するステップと、
　他の勾配を参照することなく、前記前記第１ブロック基準勾配及び前記第２ブロック基
準勾配にもとづき対象ブロックについてのデータを予測するステップと、
　を含む符号化方法。
【請求項５９】
　請求項５８に記載の方法において、
　前記第１ブロック基準勾配は、水平ブロック基準勾配である，方法。
【請求項６０】
　請求項５９に記載の方法において、
　前記第２ブロック基準勾配は、水平ブロック基準勾配である，方法。
【請求項６１】
　請求項５８に記載の方法において、
　さらに、
　対象ブロックの予測データに基づくデータの対象ブロックのデータを送信する、方法。
【請求項６２】
　請求項５８に記載の方法において、
　さらに、
　少なくとも部分的に対象ブロックの予測データに基づくデータの対象ブロックの残差デ
ータを送信する、方法。
【請求項６３】
　請求項６２に記載の方法において、
　前記残差データは、対象ブロックの実際のデータから、対象ブロックの予測データを減
算した残差データを含む、方法。
【請求項６４】
　請求項５８に記載の方法において、
　前記第１符号化ブロック、第２符号化ブロック、第３符号化ブロックは、それぞれ離散
コサイン変換符号化によって少なくとも各ブロックのＤＣ係数を発生されている方法。
【請求項６５】
　符号器であって、
　プロセッサーと、
　前記プロセッサーがＶｉｄｅｏ信号をデータのブロックにフォーマットするように前記
プロセッサーを制御するように構成されている第１モジュールと、
　プロセッサーをデータの対象ブロックに対し垂直方向上側に隣接するデータの第１符号
化ブロックと、第１符号化ブロックに対し水平方向左側に隣接するデータの第２符号化ブ
ロックと、対象ブロックに対し水平方向に隣接し、垂直方向には前記第２符号化ブロック
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に隣接するデータの第３符号化ブロックと、を識別するように制御する第２モジュールと
、
　プロセッサーを前記第１符号化ブロックのデータと前記第２符号化ブロックのデータと
の間の第１ブロック基準勾配を決定するように制御する第３モジュールと、
　プロセッサーを前記第３ブロックのデータと前記第２符号化ブロックのデータとの間の
第２ブロック基準勾配を決定するように制御する第４モジュールと、
　プロセッサーを他の勾配を参照することなく、前記前記第１ブロック基準勾配及び前記
第２ブロック基準勾配にもとづき対象ブロックについてのデータを予測するように制御す
る第５モジュールと、
　を含む、符号化器。
【請求項６６】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記第１ブロック基準勾配は、水平ブロック基準勾配であり、前記第２ブロック基準勾
配は、水平ブロック基準勾配である、符号器。
【請求項６７】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記符号器は、前記予測データを利用して前記対象ブロックの信号を発生する、符号器
。
【請求項６８】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記第１符号化ブロックのデータは、前記第１符号化ブロックのＤＣ係数および前記第
２符号化ブロックのＤＣ係数を含む第２符号化ブロックのデータを含む、符号器。
【請求項６９】
　前記第３ブロックのデータは、前記第３ブロックのＤＣ係数および前記第２符号化ブロ
ックのＤＣ係数を含む第２符号化ブロックのデータを含む、符号器。前記
【請求項７０】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記符号器は、データのブロックを利用して対象ブロックの予測データを発生するとき
に、
　第２ブロック基準勾配が第１ブロック基準勾配より小さい場合に、対象ブロックの予測
データを第１符号化ブロックに基づき発生するステップと、
　第２ブロック基準勾配が第１ブロック基準勾配より小さくない場合に、対象ブロックの
予測データを第３ブロックに基づき発生するステップと、
　を実行する、符号器。
【請求項７１】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記データは、サブバンド符号化ビデオ情報をさらに含む、符号器。
【請求項７２】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記データは、離散コサイン変換の係数を含む、符号器。
【請求項７３】
　請求項、１，４６，５６，５８のいずれか１つにおいて、前記データのブロックは、８
×８のデータのブロックである、符号器。
【請求項７４】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記データのブロックは、複数の行および複数の列から構成される、符号器。
【請求項７５】
　請求項６５に記載の符号器において、
　前記データのブロックは、８×８のデータのブロックである、符号器。
【請求項７６】
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　請求項１に記載の方法において、
　ビデオ信号を、
　画像データは、復号器が対象ブロックのデータを、対象ブロックおよび如何なる他のブ
ロックとの如何なる比較なしに、予測できるように、構成された画像データのブロックに
フォーマットすることをさらに含む、方法。
【請求項７７】
　請求項１６に記載の符号器において、
　前記第１モジュールは、
　プロセッサーが、第１モジュールによってプロセッサーが制御されている時、ビデオ信
号を、復号器が他の如何なる勾配を参照することなくデータを予測できるように構成され
たデータのブロックにフォーマットするように、さらにプロセッサーを制御するように構
成されている、符号器。
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